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○伊藤組合長の自作アイデアグッズの紹介♪ 

 皆さんはプラグトレーに種をまくとき、どのような方法で行っていますか？土を入れ、種を落とすための穴をあけ、

指でつまんで穴に落としていく…そんな方も多いと思います。プラグトレーの規格は２００穴や２８８穴など様々で

すが、それを何十箱も行っていると気が遠くなってきます。専用の播種機も売っていますが、値段が高かったり、用

途が限定されてたりして中々手が出せない方もいるかもしれません。 

 そんな中、なんと伊藤良夫組合長は自分でアルミ板を使って播種板を作ってしまいました！今回は伊藤会長の自作

播種板についてご紹介したいと思います！ 

 左の写真が会長自作の播種板です。 

 上の板と下の器の２枚に分かれており、上の板は左右にスライドできるよ

うになっています。上の板には小さな穴が１００個開いており、これは種が

ちょうど一粒入るぐらいに調節してあります。下の器にも大き目の穴が同じ

数だけ開けてあります。 

 使い方は非常に簡単です。 

① 種を板の上に入れ、揺らしたりして穴に種を落とす。 
② 上の板をスライドさせると下の器に開けた穴から種が落ちる。 
 

たったこれだけです。なお、この播種板は２００穴用のプラグトレーに合

わせて作ってあり、この流れをもう１回やるだけで１枚の播種作業が終了します！ 

 左の図は播種板を分かりやすく図解したものです。こんな風に単純な構造

ではありますが、これによって播種作業にかかる時間がかなり短縮できたそ

うです。 

伊藤会長は今回これを作るにあたって、穴をうまい具合に開けることに一

番苦労したそうです。まず、プラグトレーに合わせて穴を開けなくてはな

らないため、穴の列が曲がってしまうと作り直しです。また穴が大きすぎて

しまうと種が２粒以上落ちてしまいます。さらに、穴の深さも問題で、深

すぎると種が多く入ってしまい、浅すぎると揺らしている段階で穴から種

が飛び出てしまいます。 

様々な試行錯誤の上、ホウレンソウの種子であれば厚み２ｍｍのアルミ板で穴の直径

は４．２ｍｍが丁度良いと分かったそうです。 

 また、上の板を取り換えれば他の野菜の播種にも使えます。ブロッコリー

や小松菜、チンゲンサイ、ナタネなどその用途は様々です。 

 ちなみにこれを作るのにかかった費用は全部で７～８０００円だそうです。 

なお、この播種板は現在あさつゆにも１台置いてあります。ぜひ自由に使

ってみてくださいとのことです。 

 最後になりますが、右の写真に写っている道具も伊藤会長が作ったもので

す。これは土に穴を開ける道具で、種をまく前にこれを用いることで、効率

的に土に穴を開けることができます。凹凸がピラミッド状になっているので、うまく種が下の方に落ちて大変具合が

良いそうです。作りは簡単ですが、アイデア次第で作業は非常に楽になります。皆さんもお一つ作ってみてはいかか

がでしょうか？ 

今月号の電子版にのっている画像 

 
 
 

 

蓮根の収穫の様子 
                電子版はあさつゆレジにて 


